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　田島地区の４つの屋台では夕方から屋台歌舞伎が上演され、屋台も

動かされました。西大屋台では大人の「一谷嫩軍記須磨の浦の段」。

中大屋台では子供役者の「一谷」。上大屋台と本大屋台ではどちらも

子供役者が、「時津風日の出の松鴫山場内の段」を上演しました。時

津風は、田島あたご山の山城「鴫山城の歴史の一部」を切り取った物

語です。観客は例年と同じくらい集まりました。

　中大屋台と本大屋台は子供を乗せ運行しました。

子供たちは「オーンサンヤレカケロ！」と、掛け声をかけ、屋台世話

人たちは力いっぱい屋台を押しました。

　本大屋台は横町まで屋台を進ませ、３年ぶりの屋台運行に、力が入

りました。

　田島祇園祭は御党屋行事と、屋台運行、屋台歌舞伎、通りでの出店といくつもの団体で行われてきました。
　御党屋行事は１月の御千度参り、６月３０日の大祓い、７月２２日の例大祭そして、２３日に本祭を迎えま
す。今年も規模を縮小しながらも、御党屋組は男性のみで、3年ぶりにお供え物を持ち七行器行列を行いました。
行列には今年の当番党屋上町上側と前年度の上中町、来年度の西町の党屋組が参加しました。
　今年のお供え物は塩サバ、赤飯、お神酒の3種です。七度の使いの子供を先頭に朝、午前8時、上町国権酒造前
を出発。行器（ほかい）を持ちながら神社へ向かいました。お供え物は神殿にお供えしました。

前年度党屋組　上中町

　１年の半分が終わる6月30日、神社で大祓いが行われました。

大祓いは祇園祭本番に向けて身と心を清める式です。上町上側党

や組や前後の党本、神社関係者らが出席しました。宮司から渡さ

れた人形（ひとがた）に三度息を吹き込みけがれを人形に吹き込

み川に流しました。

　7月22日は例大祭。田出宇賀神社党屋組と熊野神社党屋組のほ

か、前年度来年度の党屋組や渡部正義南会津町長、観光物物産

協会長、会津鉄道社長ら関係者が玉ぐしをささげました。

　田島祇園祭しゃんぎり保存会は7月7日にしゃんぎり演奏を奉

納しました。多くの子供たちも演奏に参加していました。23日

の行列では中屋台で演奏し、祭りを盛り上げました。

田島祇園祭屋台歌舞伎上演

3年ぶりに七行器行列～男性らが裃姿で参加

　今年の党本の細井信浩さんと舞さんは「少し寂しい
が漸くここまで出来た。どんな形でも続けていけれ
ば・・・続けたい」と振り返りました。
　はじめて党本を引き受けた星周兵さんと奈美子さん
は「何がなんだかわからないうちに進んできた気がす
る、経験出来てよかった」と話してくれました。

本祭りまで・・・
神事を行う

しゃんぎり奉納
太鼓演奏で盛り
上げる

　

屋台運行

例大祭の日、田島保育園年長組が太鼓演奏を奉納

暁の星幼稚園年長組　上大屋台庫前で演奏
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